
明治期の急速な近代化の素地としての和算

～「薩摩見聞記」に見る薩摩人の数学・科学的姿勢と素養～

この授業→
ソフィア：
SSHの特色
ある授業

• 科学技術と生活とのかかわりについて，
保健や家庭，地理歴史，公民で履修した
内容を発展的に取り扱い，科学技術の進
歩と人間社会の関わりについて，身近な
題材を通して， 教科横断的授業で取り
組み，グローバルサイエンスリーダーと
しての資質の向上を図る。科学倫理の内
容も踏まえる。
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•オーストリア・ウィーン生まれの
ユダヤ系オーストリア人経営学者。

「現代経営学」あるいは
•「マネジメント」 の発明者

Wikipediaより

みなさんには
「もしドラ」で
ドラッカーをご存知でしょう
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ドラッカーは著書や

インタビューで

「明治の変革に目を

向けるべきである」

と話している。

明治〈1〉変革を導いた人間力 (NHKスペシャル) より
日本放送協会出版

明治の変革は江戸時代の教育熱に
はじまっていたとも言える。

地方でも水準の高い教育がなされていた。

自国の言葉で西洋の近代化を学んだ。

明治の日本は、技術は西洋から輸入したが
人材は江戸の遺産を活用した。
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は
にも認定された

• 鹿児島は集成館や関吉の疎水口が登録

• 明治日本の産業革命遺産 は
日本は工業立国の土台を構築し、
後に日本の基幹産業において
急速な産業化を成し遂けだことが評価

┗約８ｍの高度差を
約７kmにわたって送水
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疑問：当時の薩摩人

は科学の知識に精通

していたか？

全国の算額の分布数
東
北

関
東

中
部

北
陸

近
畿

中
国

四
国

九
州

青森県 5 茨城県 1 山梨県 4 新潟県 21 京都府 13 鳥取県 徳島県 1 福岡県 8
岩手県 5 栃木県 3 ⾧野県 64 富山県 6 大阪府 15 島根県 香川県 佐賀県 1
宮城県 12 群馬県 26 岐阜県 11 石川県 13 兵庫県 25 岡山県 11 愛媛県 15 ⾧崎県 3
秋田県 5 埼玉県 21 静岡県 5 福井県 6 奈良県 5 広島県 3 高知県 熊本県

山形県 26 千葉県 8 愛知県 8 和歌山県 1 山口県 大分県

福島県 25 東京都 17 三重県 8 宮崎県

神奈川県 9 滋賀県 8 鹿児島県

http://www.wasan.jpより

←算額(和算の成果を額に書いて奉納)

南九州では が広がっていない？
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疑問：当時の薩摩

人は数学が嫌い？

薩摩見聞記の著者は明治期に鹿児島でも教鞭をとっ
た教育者・本富安四郎（ほんぶやすしろう・越後出身）

「薩摩見聞記」の内容は，土地・気候歴史・
人物から日常生活・農業産物など当時の薩摩
の様子を記載した好史料。

元鹿児島大学教授、原口虎雄氏(1914-1986)は、
『日本庶民生活史料 集成 第 12 巻』の「解
題」を書いて「薩摩見聞記」を高く評価
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原口虎雄先生のご子息、

原口泉先生は

著名な歴史家・研究者で

本校SSHの運営指導委員

でもいらっしゃいます。

薩摩見聞記に見る
当時の薩摩人の様子

彼らが怒って徒党を組んで向かってくる時は，
すごい勢いがあって止められない。

普段から行動が荒く，子供の遊びも危険で激
しいことが多い。

喧嘩や闘いの話が好きで，女性も子供もみん
なワクワクして話を聞いている。

少年に至っては眉を吊り上げ，瞳を輝かせ，
歯ぎしりし，腕を震わせて話に熱中している。
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• 薩摩人士が、一般に科学を好まず、特に数学に不得
手であるのは、感情激しく気短かで、忍耐と理想に
乏しく、一度試みて成功しなければ、あたかも力及
ばずといってこれを放棄し、何度も繰り返し思考し
ないことによるものである。実に、薩摩人は、一事
を連続的に反復推究すること、および一定不変の理
想を抱持し、理論的に判断し、 追及していくという
ことは、到底望むことはできない。

越後人・本富安四郎の「薩摩見聞記」と薩摩の数学
坪井昭二(鹿児島大学名誉教授・元鹿児島大学理学部)より

新潟県知事から教育者の模範として表彰された。
没後 の 1935(昭和 10)年、教え子たちによって、「本富先
生記念碑」が建立された。

•急速に発展した明治期を支えた
科学や数学の学習において，
必要とされた姿勢を理解していた。
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•急速な近代化の成功
→世界遺産に登録された産業革命遺産

•海外から取り入れた技術を
活かせる人材・教育

→江戸時代のハイレベルな知識

＊本富安四郎は
鹿児島人は科学・数学に
向かないと記す
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算木

10



答えは，青円の直径をそろばんの上に置き，
これを３で割ればよい。
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

 



解答例



 




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

 





         

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ただし，


 
  

※数学Ⅰ 教科書P.131 「３章 図形と計量 」【発展】

※余弦定理を変形させて作れる。

解

　求めたい立方体の辺の長さをとおくと

　  

　  


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和算の道場には

老若男女を問わず、

道場破りも含めた

知的交流もあった。

明治の急速な近代化は

近世から積み重ねられた

によって

支えられた。
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そして日本はわずか40年弱ほどで
独立を守るという明治維新の目標を
日露戦争に勝利という結果で達成し

の仲間入りを果たした。

しかしその後の40年で
国家存亡の危機となった太平洋戦争を起こし敗戦、

何もない国になった ⇦ 軍事力（科学技術）の過信

そして再度，戦後の混乱から

高度経済成⾧を迎え

となった。

→ で

あった
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本富安四郎は「薩摩見聞記」で
「理屈や理論を後にして，感情的になることをやめれば，

森有礼（初代文部大臣）や前田正名（「布衣の農相」），河島醇

（日本勧業銀行初代総裁），板垣退助，馬場辰猪，中江兆民の

ようになれる」と記してる。

森有礼は薩摩藩留学生時代，ロンドン大学に学んだ。

その数学力は抜群で，在学２年間で球面三角定理を

マスターしたという。

越後人・本富安太郎の「薩摩見聞記」の中の「士平民」と薩摩数学（坪井昭二）

及び 森有礼 （海門山人）より

・平面上での三角形とは，同一直線状にない３点
を選んでそれぞれを線分で結んだもの。

・球面上の三角形とは，同一大円上にない３点を
選んでそれぞれを大円の弧で結んだもののこと。

・大円どうしの交点の角度を，その交点における
それぞれの接線のなす角度で定義する。

球面三角形の面積

 
※ 他にも正弦定理や余弦定理といったものがある。
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研究・探究への道に

「向き」「不向き」があるのではなく

その姿勢が道を開くのではないでしょうか？

薩摩見聞記は

明治の急速な近代化を

教育の面から支えた

当時の教育者・本富安四郎からの

とし

て受け取りたい
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.明治から１４６年、
「薩摩」からノーベル賞受賞者も

• 赤崎勇先生
鹿児島県南九州市出身

• 青色発光ダイオードの開発で2014年に
ノーベル物理学賞を受賞

科学・探究に必要な姿勢

理屈や理論を後にして，簡単に実行
に移してしまうことをやめ，

「何度も繰り返し思考する」粘り強
さを持って，

学習・研究に取り組むことが成功へ
の唯一の道ではないか。
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和算の道場にあった、

知的好奇心を

も

大切だと思います。

思考を停止させない
ハンナ・アーレント

理解（思考）とは
注意深く直面し抵抗すること
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